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故村松勲教授近影



村
松
勲
教
授
追
悼
号
に
寄
せ
て

　
本
号
は
、
昨
年
（
平
成
一
入
年
）
一
一
月
一
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
村
松
勲
教
授
の
追
悼
号
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
村
松
先
生
は
、
五

一
歳
と
い
う
若
さ
で
病
に
莞
れ
ら
れ
た
。
次
々
と
充
実
し
た
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
先
生
に
は
た
い
へ
ん
に
ご
無
念

だ
っ
た
こ
と
と
思
い
、
計
報
に
接
し
た
私
ど
も
も
言
葉
も
な
か
っ
た
。

　
村
松
先
生
は
、
御
略
歴
に
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
五
二
年
に
京
都
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
後
、
京
都
大
学
法
学
研
究
科
修
士
課
程
（
公

法
専
攻
）
、
同
じ
く
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
京
都
大
学
法
学
部
助
手
、
福
井
大
学
助
教
授
、
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
を
経
て
、
平
成

一
六
年
四
月
に
本
学
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。

　
本
学
法
科
大
学
院
に
お
い
て
は
、
平
成
一
六
年
設
立
当
初
よ
り
、
行
政
法
担
当
の
主
任
教
授
と
し
て
大
学
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
さ
に
、
先
生
に
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
本
学
法
科
大
学
院
は
出
帆
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
先
生
は
、
法
科
大
学
院
に
お
い
て
院
生
の
指
導
に
あ
た
る
と
同
時
に
、
学
部
教
育
で
も
行
政
法
の
講
義
・
ゼ
ミ
を
担
当
さ

れ
、
学
部
生
の
教
育
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
。

先
生
の
ご
研
究
は
、
ご
業
績
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
政
法
の
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
が
、
特
に
環
境
問
題
に
高
い
ご
関
心
を
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寄
せ
て
お
ら
れ
た
。
「
環
境
保
護
法
に
お
け
る
既
存
許
可
施
設
の
存
続
保
護
」
（
法
学
論
叢
二
壬
二
～
二
二
四
巻
）
を
は
じ
め
と
し
た
一

連
の
環
境
法
に
関
す
る
御
論
稿
は
、
学
界
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
年
も
本
学
法
学
会
雑
誌
に
「
行
政
上
の
義
務
の
司
法

的
執
行
」
を
執
筆
さ
れ
る
な
ど
、
精
力
的
に
業
績
を
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
公
法
学
会
の
他
、
環
境
法
政
策
学
会
、
人
間

環
境
問
題
研
究
会
等
で
活
躍
さ
れ
た
他
、
多
く
の
公
職
を
務
め
ら
れ
、
国
分
寺
市
、
多
摩
市
、
小
金
井
市
、
八
王
子
市
の
情
報
公
開
個

人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。

　
学
内
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度
に
は
図
書
情
報
委
員
長
と
し
て
、
学
系
の
予
算
責
任
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ま
た
平
成

一
八
年
度
に
は
法
律
学
専
攻
専
攻
長
の
職
に
就
か
れ
、
体
調
の
優
れ
な
い
中
、
法
律
学
分
野
の
教
員
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
奔
走
さ

れ
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
、
研
究
・
教
育
、
そ
し
て
学
内
行
政
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
た
姿
は
、
そ
の
暖
か
い
お
人
柄
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
お
話
し
ぶ
り
と
共
に
、
私
た
ち
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
。

　
ま
た
、
ご
遺
族
か
ら
は
、
法
科
大
学
院
・
法
学
系
へ
多
額
の
ご
寄
付
を
賜
っ
た
。
法
学
系
で
は
こ
の
貴
重
な
お
志
を
元
に
、
成
績
優

秀
な
卒
業
生
を
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
呈
す
る
「
村
松
賞
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
本
号
に
は
、
村
松
先
生
縁
り
の
先
生
方
か
ら
多
数
の
貴
重
な
御
論
稿
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
、
本
追
悼
号
を
村
松
先
生
の

御
霊
前
に
さ
さ
げ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
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九
年
九
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法
学
系
長
　
木
　
村
　
光
　
江
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